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ふ じ み 

                             
 

ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
き
ま
す
が
、
秋
に

予
定
さ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。 

    
子
ど
も
の
特
性
に
合
っ
た
勉
強
の
仕
方

や
、
支
援
の
方
法
を
学
び
ま
す
。
こ
の
機
会

に
、
自
分
や
子
ど
も
の
こ
と
を
見
つ
め
な
お

し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

 

栄
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
富
士
見
中
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
と
の
共
催
で
開
催
し
ま
す
。 

日
時 

９
月
23
日(

土)

９
時
45
分
〜
12
時 

場
所 

富
士
見
市
民
セ
ン
タ
ー 

持
ち
物 

色
鉛
筆
（
青
・
紫
・
オ
レ
ン
ジ
・

赤
）
、
15
㎝
位
の
定
規 

申
し
込
み 

９
月
５
日(

火)

９
時
～
富
士

見
市
民
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
又
は
直
接
） 

主
催 

富
士
見
市
民
セ
ン
タ
ー
・
栄
小
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
・
富
士
見
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ 

   

     

富
士
見
地
区
で
は
お
馴
染
み
の
音
楽
会

と
歌
声
サ
ロ
ン
。
９
月
は
２
週
連
続
で
開
催

さ
れ
ま
す
。 

   
 

ピ
ア
ノ
・
ソ
プ
ラ
ノ
・
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の

演
奏
会
で
す
。
第
一
部
の
曲
目
は
「
愛
の
挨

拶
」、「
オ
ペ
ラ
座
の
怪
人
メ
ド
レ
ー
」、
歌
劇

「
椿
姫
」
よ
り
「
あ
あ
、
そ
の
彼
の
人
か
～

花
か
ら
花
へ
」
他
。
第
二
部
【
一
緒
に
歌
お

う
】
で
は
「
虫
の
声
」
、
「
誰
も
い
な
い
海
」

「
世
界
に
一
つ
だ
け
の
花
」
な
ど
。 

場
所 

富
士
見
市
民
セ
ン
タ
ー 

主
催 

わ
か
ば
風
の
会 

チ
ケ
ッ
ト 

前
売
り
５
０
０
円
／
当
日
７

０
０
円 

問
合
せ 

090-8108-6372

（
山
本
） 

       

    

ピ
ア
ノ
演
奏
で
一
緒
に
歌
う
歌
声
サ
ロ

ン
で
す
。
今
回
で
20
回
を
迎
え
、
皆
様
へ
感

謝
の
気
持
ち
を
込
め
た
イ
ベ
ン
ト
も
企
画

し
ま
し
た
。 

場
所 

富
士
見
市
民
セ
ン
タ
ー 

主
催 

歌
声
サ
ロ
ン
「
風
輪
の
会
」 

参
加
費 

前
売
り
券
５
０
０
円
／
当
日
券

６
０
０
円 

問
合
せ 

090-7837-9716

（
田
中
） 

   

 

今
年
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
カ
ラ
オ
ケ
歌
謡
祭

の
開
催
日
は
、
11
月
５
日
（
日
）
に
決
定
し

ま
し
た
。 

 

出
演
は
富
士
見
市
民
セ
ン
タ
ー
の
カ
ラ

オ
ケ
サ
ー
ク
ル
の
方
を
中
心
に
一
般
か
ら

も
募
集
し
ま
す
。
詳
し
く
は
チ
ラ
シ
・
ポ
ス

タ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

申
込
み
期
間 

９
月
11
日
（
月
）
～
９
月
20

日
（
水
）
※
平
日
９
時
～
17
時 

募
集
人
数 

先
着
70
名 

参
加
費 

６
０
０
円 

主
催 

富
士
見
利
用
者
の
会
・
富
士
見
市
民

セ
ン
タ
ー 
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あ
な
た
の
ハ
ー
ト
は
何
色
？ 

人
権
教
育
講
座 

芸
術
の
秋
！ 

音
楽
会
＆
歌
声
サ
ロ
ン 

第
20
回
歌
声
サ
ロ
ン
「
風
輪
」 

９
月
24
日
（日
） 

14
時
～
16
時 

第
３
回
わ
か
ば
風
の
音
楽
会 

９
月
30
日
（土
） 

13
時
30
分
～
」 

第
10
回 

チ
ャ
リ
テ
ィ
カ
ラ
オ
ケ 

歌
謡
祭 



      

今
年
も
小
学
生
向
け
の
体
験
教
室
と
し

て
、
「
夏
祭
り
で
和
太
鼓
を
た
た
こ
う
」
と

「
子
ど
も
映
画
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

     

７
月
22
日
（
土
）・
29
日
（
土
）
の
二
日

間
、
富
士
見
太
鼓
連
の
皆
さ
ん
の
指
導
で
和

太
鼓
の
練
習
を
し
ま
し
た
。 

 

毎
年
、
８
月
の
富
士
見
自
治
会
連
合
納
涼

祭
で
練
習
の
成
果
を
披
露
し
て
い
ま
す
。 

 

今
年
は
、
子
ど
も
17
名
、
大
人
２
名
が
参

加
し
、
８
月
５
日
（
土
）
の
本
番
に
挑
み
ま

し
た
。 

         

お
祭
り
の
当
日
は
、
た
く
さ
ん
の
お
客
様 

の
前
で
、
力
い
っ
ぱ
い
の
演
技
を
披
露
す
る 

姿
は
、
と
て
も
誇
ら
し
気
で
し
た
。 

 

盆
踊
り
の 

前
、
太
鼓
の
音
が

お
祭
り
の
雰
囲

気
を
盛
り
上
げ

て
く
れ
ま
し
た
。 

           

７
月
31
日
（
月
）
午
後
２
時
よ
り
、「
夏

休
み
子
ど
も
映
画
会
」
が
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
年
の
映
画
は
、
「
し
ん
ち
ゃ
ん
の
さ
ん

り
ん
し
ゃ
」
と
「
こ
ぎ
つ
ね
の
お
く
り
も
の
」

を
観
ま
し
た
。 

 

終
戦
記
念
日
が
近
い
夏
休
み
に
、
戦
争
に

ま
つ
わ
る
お
話
の
映
画
を
観
て
、
平
和
に
つ

い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
し
て
も
ら
え
た

ら
、
と
い
う
思
い
で
開
催
し
て
い
ま
す
。 

 

16
ミ
リ
の
映
写
機
を
使
っ
て
い
る
こ
と

も
人
気
の
理
由
で
、
休
憩
時
間
に
は
、
映
写

機
の
仕
組
み
に
つ
い
て
職
員
に
質
問
す
る

子
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。 

 

映
画
の
後
は
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
と
じ
ゃ
ん

け
ん
ゲ
ー
ム
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
お
や

つ
カ
ン
パ
ニ
ー
さ
ん
か
ら
協
賛
し
て
い
た

だ
い
た
お
菓
子
を
も
ら
っ
て
、
み
ん
な
ニ
コ

ニ
コ
で
し
た
。 

 

総
勢
一
六
二
名
が
参
加
し
、
夏
休
み
の
楽

し
い
一
日
に
な
り
ま
し
た
。 

                    

    
 

   

現
在
、
空
調
設
備
の
故
障
に
よ
り
、
今
夏

は
利
用
者
の
皆
様
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
、
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

現
在
、
設
備
の
更
新
に
向
け
て
対
応
し
て

い
る
所
で
す
が
、
大
規
模
な
工
事
に
な
る
た

め
、
す
ぐ
に
は
改
善
が
出
来
な
い
状
況
で
す
。 

 

８
月
、
９
月
も
暑
さ
が
続
く
と
予
想
さ
れ

ま
す
の
で
、
利
用
者
の
皆
様
に
は
、
各
自
で

熱
中
症
予
防
に
心
掛
け
て
頂
き
た
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

   

６
月
末
で
解
散
し
た
、
「
鶴
ヶ
島
パ
ソ
コ

ン
同
好
会
」
よ
り
、
扇
風
機
二
台
、
大
型
扇

風
機
一
台
（
利
用
者
の
会
と
合
同
）
を
寄
贈

し
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

エ
ア
コ
ン
が
不
調
の
中
、
大
変
あ
り
が
た

く
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

練習の時の様子 

富
士
見
市
民
セ
ン
タ
ー
の 

エ
ア
コ
ン
に
つ
い
て 

寄
贈
品
の
ご
報
告 

ビンゴゲームは 

みんな真剣！ 

たくさんのご参加ありがとう 

ございました 


